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JABEE受審状況(材料分野）

• 受審経験校 大学：１４ 高専：２ 外国：１
• 継続中 大学： ７
（全国材料教室協議会会員校：３４）

■学科統廃合  ■国内組織による審査



JABEE受審をした経緯，きっかけ
• 我が国の材料教育が国際基準に適合することを示すため．
• 教育改革に必須と判断した．
• 材料系の受験生を増やすことの役に立つと考えられる．
（技術士補の資格）

• 高専機構から中期計画・目標の中に取り入れられたから．

JABEE受審をしてよかったと思えること
• 学科のカリキュラム等を見直すきっかけになった.
• 成績評価の客観的な基準，一貫した成績評価が出来る．
• 学科全体にわたるカリキュラムのより深い理解ができた．
• 教員間（学科，学科外）のコミュニケーションが良くなった．
• 在学生，卒業生，企業．地域からの意見を聞くきっかけになる．



JABEEを継続している理由
• 外部審査による教育の質の保証．教育の改善が期待できる．
• 教員間のコミュニケーションを維持できる．
• 技術士補の資格が学生（受験生）へのアピールになる．
• 文科省の調査に対して，外部機関の認証としての効力が高い．
• 海外大学（特にアジア圏）との学術協定に対しては効力が大．
• やめるべき特段の理由が見つからない．
• JABEE認定の継続に学内で予算措置がある．
• 大学OBによる技術士会から，技術士資格取得について支援がある．
JABEE受審をやめた経緯・理由
• JABEE認定を継続するメリットが薄い．
• 審査における資料やその他準備がかなりの負担である．
• 受審料の負担が大きい．
• 高専機構の中期計画・目標から項目が無くなった．



JABEE受審・審査についての感想・思い出など(1)
• 受審のため資料作成に多くの時間が必要になった．
• ＪＡＢＥＥの認知度が低い（特に企業に）．
• 技術士の資格取得のハードルが高い・メリットが薄い．
• 技術士の取得には，就職先が専門領域が合致し，職場に指導技術士が
いる必要がある．土木系以外の分野では資格取得の動機がない．

• 学生の「自ら学ぶ」とい意欲をそぐようなシステムを導入しているので
はという疑問を持つときがある．

• 受審校の長所・短所が良くわかるが，同時に審査員自らの教育組織の問
題点、長所・短所に気付くことになる．

• 同日審査に参加して分野間の基準の違いがあると思った．審査団長や副
審査団長の責務は重く．とても大学業務の片手間にできるような仕事で
はないと感じる．



JABEE受審・審査についての感想・思い出など(2)
• アメリカからの帰国子女の先生にJABEE受審についてお願いをし
たところ，
「そのようなことはあなた方教員が行う業務ではなく，
担当コーディネーターのような事務員がカリキュラム編成や
それに即した教員の人選を行い，プログラムを組み立てるべきだ」
と言われたことがある．
それが良い方法なのか悪い方法なのか，いまだに忘れられない． 



JABEEを継続するには…
• 大学教育の質保障の機構としての存在価値を示す．
• より簡便で，システム化されたJABEE審査方法を提供する．
大学で自前で行うより簡単になるように．

• 認知度を上げるために広告をする．
（今やB to Bの会社が頻繁に広告をする時代）
高校生とその保護者むけ．
JABEE受審するのは学生のため．
ひいては良い技術者の養成のため．
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